
第 841号

〈品質本位〉のうすくち

ヒカシマル醤油

(悩有]46年7月30日発行第三纏郵便物認可)

J"V"V'J'ご購読料品fV"V、

1年 3，600円
(郵送料900円)

現金 -切手 ・録替で前納

(月3回発行)
10日;20日，30日

安景 f、来斤円宥国舌2r

発行所

側全国婦人新聞社

干160本社東京都新宿区西新宿
3-7・28 宝幸西新宿ビ)~
電話 03(343) 1846代表
振替口座東京(5)172320 

〈日曜日〉

本紙は女性!こよる平和と平等を推進します

198?年 8月 30日)
 
-(
 

串ヒガシマlレ醤迎栴式会社

婦
人
の
連
帯
で
徹
廃
し
よ
う

「
ゴ
ム
の
物
差
し
で
労
働
時
閣
を
測

る
の
と
同
じ
。
同
法
案
が
還
れ
ば
、

直
撃
す
る
の
は
働
く
子
ど
も
の
い
る

女
性
だ
。
労
働
条
件
が
著
し
く
レ
ベ

ル
・
ダ
ウ
ン
し
た
形
に
な
っ
て
で
て

く
る
だ
ろ
う
」
と
語
っ
た
。

基
調
報
告
し
た
弁
護
士
の
坂
本
福

子
さ
ん
は
「
変
形
労
働
時
間
制
が
導

入
さ
れ
、
一
番
心
配
な
の
は
健
康
。

一
白
十
二
時
間
も
働
く
こ
と
に
な
っ

た
ら
女
工
哀
史
と
問
じ
。
絶
対
に
許

せ
な
い
」
と
語
っ
た
。

と
の
後
、
出
版
、
民
放
、
公
務
員

金
融
、
医
療
な
ど
の
各
職
場
や
パ
ー

ト
で
働
く
人
た
ち
か
ら
現
在
の
長
時

間
労
働
の
弊
害
な
ど
に
つ
い
て
発
言

が
あ
り
、
ア
ピ
ー
ル
が
採
摂
さ
れ
た
の

ぞ
く
ぞ
く
と
反
対
集
会

-・

〆r
特 ら...-，::-:;

く
婦
人
た
ち
か
ら
、
ハ
ガ
キ
や
嬰
望

が
寄
せ
ろ
れ
て
い
る
。
人
間
ら
し
い

ゆ
と
り
の
あ
る
生
活
を
す
る
に
は
、

確
か
に
労
働
時
間
短
縮
は
必
要
だ

が
、
今
回
の
改
正
案
で
は
、
女
性
が

フ
ル
タ
イ
ム
で
働
け
な
く
な
る
し
、

男
性
は
長
時
間
労
働
が
続
い
て
し
ま

う
」
と
挨
拶
。

各
党
か
ら
も
、
「
均
等
法
が
で
き

て
大
卒
女
子
の
門
一
戸
は
広
が
っ
た
が

総
合
職
、
一
般
職
の
差
別
が
で
き
、

男
性
の
総
合
職
よ
り
も
賃
金
が
安
く

女
子
の
一
般
職
よ
り
も
や
や
高
い
と

い
う
中
閣
の
形
。
今
回
の
改
正
案
も

利
潤
追
求
の
た
め
に
企
業
は
都
合
の

い
い
か
た
ち
に
し
て
い
く
お
そ
れ
が

あ
る
。
女
性
が
働
き
や
す
い
職
場
に

す
る
た
め
に
も
、
政
府
原
案
に
反
対

し
て
い
き
た
い
」

(社
会
党

・
糸
久

八
重
子
さ
ん
)
「
世
界
に
向
か
っ
て

既
報
の
と
お
り
、
女
性
が
大
き
な

影
留
を
と
う
む
る
と
と
に
な
る
三
カ

月
単
位
の
変
形
労
働
時
間
制
を
導
入

し
た
H

労
働
某
準
法
改
『
亘
案
H

の
主
旨
説
明
が
、

二
十
一
日
の
衆
院

本
会
議
で
行
わ
れ
、

二
十
五
日
、
衆

院
社
会
労
働
委
員
会
で
実
質
審
議
か

行
わ
れ
た
。

と
れ
に
先
が
け
、

二
十
四
日
、
由
民

-
京
・
八
丁
掘
の
東
京
都
勤
労
福
祉
会

館
で
は
「
変
形
労
働
は
許
し
ま
せ
ん

!
日
労
基
法
改
悪
に
反
対
す
る
女
性

の
集
い
H
」

(主
催
H
同
実
{
包
姿
員

会
)
が
行
わ
れ
、
約
五
百
人
が
参
加
。

翌
二
十
五
日
に
は
、

「労
働
基
準
法

改
窓
反
対
:
・
・
東
京
一
連
絡
余
」
「
同

各
県
民
会
議
・
連
絡
会
」

「人
間
ら

し
く
働
く
た
め
の
国
民
会
議
」
の
主

催
で
吋
労
働
姦
準
法
改
悪
反
対
8
・

お
緊
急
中
琴
行
動
』
が
行
わ
れ
、
議

員
要
請
、
昼
休
み
請
願
デ
モ
、
衆
議

院
社
会
労
働
委
員
会
傍
聴
、
署
名
行

動
な
ど
、
終
日
反
対
運
動
を
繰
り
広

ア
た
。
ま
た
、
乙
れ
よ
り
前
の
十
八
日
に

は
、
東
京

・
日
比
谷
の
日
比
谷
公
園

野
外
音
楽
堂
で
は
「
時
短
、
労
慈
一
法

抜
本
改
T
K
実
現
総
決
起
集
会
」
(
主

能
川
総
評
、
同
盟
ほ
か
)
、
十
九
日

に
は
「
労
基
法
改
正
案
を
考
え
る
女

性
法
律
家

2
2」
が
意
見
書
房
邑
す

な
ど
、
乙
の
と
こ
ろ
審
議
の
前
に
反

対
運
動
が
活
発
に
行
わ
れ
た
が
、
採

決
を
前
に
ま
だ
ま
だ
予
断
を
許
さ
な

い
状
況
。

二
十
四
日
の
集
会
は
、
同
法
改

同
正
』
案
、
絶
対
廃
案
の
憶
え
で
始

ま
っ
た
。

同
集
会
の
実
行
委
員
長

・
井
よ
美

代
さ
ん
(新
日
本
婦
人
の
会
)は、
「£

の
法
案
が
通
る
と
、
女
貯
の
権
利
が

脅
や
か
さ
れ
る
だ
け
で
な
く
、
生
活

の
リ
ズ
ム
も
破
鐘
さ
れ
て
い
く
。
女

性
労
働
者
の
血
と
汗
で
勝
ち
と
っ
た

八
時
間
労
働
制
を
等
わ
れ
で
は
な
ら

な
い
」
と
挨
修
。

「
国
際
婦
人
年
日
本
大
会
の
決
議

を
実
現
す
る
た
め
の
連
絡
会
」

(
加

盟
五
十

一
団
体
)
の
大
羽
綾
子
さ
ん

は
「
均
等
法
で
は
、
女
性
が
連
帯
し

ば
な
ろ
な
い
」
と
述
べ
、
問
題
の
中

心
は
、
八
時
間
労
働
制
で
あ
る
と
し
、

一
日
の
労
働
時
間
八
時
間
を
、
崩
さ

な
い
さ
つ
に
阻
止
し
な
け
れ
ば
と
呼

び
か
げ
た
。

ま
た
、
「
人
間
ら
し
く
働
く
た
め

の
国
民
会
議
」
の
牧
野
富
夫
日
大
教

授
は
今
回
の
労
働
時
間
の
弾
力
化
は

の
理
由
と
も
な
っ
て
い
る
」
と
、
弁

護
士
の
石
井
さ
ん
は
指
摘
す
る
。

今
ま
で
H

子
ど
も
の
人
権
H

と
い

う
の
は
、
大
人
が
子
ど
も
を
守
っ
て

や
る
と
い
う
意
味
で
考
え
ら
れ
で
き

た
が
、
こ
れ
で
は
自
分
の
人
生
は
自

分
で
選
ぶ
と
い
う
H
自
己
決
定
権
H

「
子
ど
も
の
人
権
と
P
T
A
」
を

子

(弁
護
士
)
、
小
俣
軍
平

(小

学

自

閉

症

児

を

も

っ

親

と

レ

て

、

ま

を

奪

っ

て

し

ま

う

と

と

に

な

る

。

テ
ー
マ
に
、
全
国
P
T
A問
題
研
究
校
教
諭

・
障

害

児

を

普

通

学

校

へ

全

た

実

際

に

普

通

学

級

で

障

害

児

を

担

体

罰

も

よ

い

か

悪

い

か

の

問

題

で

会
の
第
十
六
回
全
国
大
会
が
、
九
、
国
連
絡
会
世
話
人
)
、
溶
合
恵
子
(作

任

し

て

き

た

教

師

の

立

場

か

ら

、

小

な

く

、

H

人
間
と
し
て
人
に
叩
か
れ

十
の
二
日
間
、
東
京

・
一
ツ
橋
の
自
家

・
『
ク
レ
ヨ
ン
ハ
ウ
ス
』
主
宰
)
、

俣

さ

ん

は

、

現

在

自

治

体

の

中

で

障

な

い

当
然
の
権
利
ρ

と
し
て
考
え
る

本
教
育
会
館
で
開
か
れ
、

一
日
目
の
長
谷
川
孝

(教

育

評

論

家

・

毎

臼

小

筈

児

の

た

め

に

行

わ

れ

て

い

る

就

学

こ

と

が

必

要

で

「

要

す

る

に

人

権

感

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、

一百
日
の
三
つ
の
学
生
新
聞
デ
ス
ク
)
さ

ん

を

パ

ネ

ラ

相

談

や

霊

ナ

指

導

が

、

障

害

児

と

そ

覚

を

み

が

く

と

と

が

大

切

だ

」
と
話

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
と
交
流
会
な
ど
を
通

l
に

、

大

会

の

テ

!

?

で

あ

る

「

子

の

親

に

と

っ

て

い

か

に

非

科

学

的

で

す

。

し
て
、
学
校
、

P
T
Aを
と
り
ま
く
ど
も
の
人
権
と
P
T
A
」

が

活

発

に

過

酷

な

も

の

か

を

語

し

、

ま

た

、

「

知

乙

の

ほ

か

「

学

校

に

物

申

す

の
は

さ
ま
ざ
ま
な
問
題
が
話
し
合
わ
れ
議
論
さ
れ
た
。

恵

お

く

れ

の

少

女

が

意

味

も

な

く

教

と

ん

で

も

な

い

と

い

う

今
の
学
校
の

た
。
全
P
研
が
子
ど
も
の
人
権
を
と
司
会
の
長
谷
川
さ
ん
は
「
人
権
に
室
を
立
ち
歩
い
た
と
い

っ
て
パ

ン
ト
落
合
さ
ん
は
、
子
ど
も
の
本
の
専
を
語
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
子
ど
も
イ
メ
ー
ジ
を
変
え
な
く
て
は
」

(
長

り
あ
げ
る
の
は
、
昨
年
に
つ
づ
い
て
は
大
人
も
子
ど
も
も
な
く
、
従
っ
て
で
三
百
四
も
尻
を
叩
き
、
し
か
も
そ
門
庖
『
ク
レ
ヨ
ン
ハ
ウ
ス
』
で
の
実
の
人
権
そ
考
え
る
と
い
う
と
と
は
谷
川
)、
「
学
校
は
休
ん
で
も
よ
い
所
。

二
回
開。

子
ど
も
の
人
権
と
は
特
に
H

子
ど
も
れ
を
ノ

l
ト
に
窃
い
て
家
へ
も
た
践
か
ら
「
子
ど
も
を
H

育
て
る
M

と
「
自
分
自
身
を
考
え
る
と
と
」
と
い
そ
れ
を
い
わ
せ
な
く
し
て
い
る
学
校

第

一
目
白
は
今
村
久
美
子
大
会
実
用
の
人
権
μ

と
い
う
こ
と
で
は
な
せ
、
親
が
説
明
を
求
め
る
と
、
自
分
い
う
言
葉
は
適
切
で
な
い
。
大
人
は
う
。

は
、
子
ど
も
の
人
権
を
お
か
し
て
い

行
委
員
長
の
挨
拶
の
あ
と
、
十
五
歳
い
」

「子
ど
も
の
人
格
な
ん
て
教
育
で
判
断
の
で
き
な
い
子
ど
も
は
人
の
子
ど
も
が
H

育
つ
H

の
を
助
け
る
だ
「
今
、
子
ど
も
に
と
っ
て
の
H

教

る

」(
小
俣
)な
ど
の
意
見
が
出
さ
れ
、

で
自
死
し
た
少
女
の
日
記
〈
花
を
飾
を
受
ゆ

一
人
前
に
な
っ
て
か
ら
い
え
支
持
に
従
わ
な
け
れ
ば
生
き
て
い
け
り
で
む
し
ろ

n
育
ち
合
う
一μ
と
い
う
育
を
受
り
る
権
利
H

が
学
校
へ
行
か
こ
れ
か
ら
P
T
Aが
活
動
し
て
い
く

つ
て
く
だ
さ
る
の
な
ら
〉
を
俳
優
の
ば
よ
い
と
い
う
、
教
育
が
人
権
の
上
な
い
と
い
う
と
と
を
教
え
る
た
め
だ
の
が
正
し
い
の
で
は
な
い
か
」
と
述
な
く
て
は
な
ろ
な
い
と
い
う
H

義
務
H

上
で
は
「
孤
立
せ
ず
、
明
る
く
、
ネ
y

橋
本
功
さ
ん
が
朗
読
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
に
立
つ
よ
う
な
現
在
の
学
校
教
育
の
と
笠
々
と
説
明
し
た
」
な
ど
、
子
ど
べ
る
。

の
よ
、
ジ
ぶ
も
の
に
曲
げ
ら
れ
、
学
校
ト
ワ
I
ク
を
作
り
な
が
ら
:
:
:」
(客

ム
に
う
つ
っ
た
。

考
え
方
を
ど
う
す
る
か
」
と
議
論
の
も
の
人
権
無
視
に
ま
す
ま
す
拍
車
が
大
人
自
身
の
生
き
方
や
聞
い
直
す
が
絶
対
化
し
、
そ
れ
が
学
校
の
規
則
合
)
等
、
そ
の
方
法
に
つ
い
て
の
意

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
石
芥
小
夜
ポ
イ
ン
ト
を
あ
げ
た
。

か
か
っ
て
い
る
現
状
を
話
す
。

こ
と
を
し
な
い
で
、
子
ど
も
の
入
植
に
従
わ
せ
よ
う
と
す
る
教
師
の
体
罰
見
も
出
さ
れ
た
。
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l
'
h議
祖
師

i
l
f

し
手
が
六
十
万
し
か
い
な
い
と
、
バ
ス
ク
の
人
々
は
く
さ
ん
の
魁
を
持
っ
て
い
ま
す
。
コ
リ
カ
は
ア
エ
カ
る
人
た
ち
は
、
次
第
に
轡
え
て
い
き
ま
す
。
若
者
が
最
後
の
コ
リ
コ
ラ
リ
は
、
ァ
エ
カ
会
長
の
カ
ル
サ
川

川

押

川
川
山
川
川
川
川
川
川
山
川
剥
結
吋

n
j
M
ω
レ

と
て
も
心
配
し
て
い
ま
す
。
何
し
ろ
、
ブ
ラ
ン
コ
の
の
主
催
で
す
。

中
心
で
す
り
れ
ど
も
、
年
配
の
人
も
か
な
り
混
っ
て
ダ
氏
で
し
た
。
彼
は
テ
ス
テ
ィ
ゴ
を
高
く
か
か
げ
、

川

川

士

司

川

川

川

餐

U
w
d
支
配
レ
た
一一一十

七

年

間

、

バ

ス

ク

週

間

は

厳

重

量

止

さ

い

ま

す

。
ェ
ド
ル
喜
一

一人
の
君
主
つ
に
、
小
十
日
間
の
コ
リ
カ
寝
室
、
フ
エ
リ
ア
デ
ム

川

一
一一一
一
大

久
A

n

'

J
一

れ
、
使
っ
て
い
る
と
と
ろ
を
見
つ
か
る
と
、
国
家
に
四
月
三
日
夕
方
七
時
に
エ
ン
ダ
ヤ
を
出
発
し
た
コ
さ
い
子
供
も
い
ま
す
。
走
り
た
い
距
磁
だ
け
走
れ
ば
エ
ス
ト
ラ
ス
前
の
広
場
に
立
ち
、

二
千
余
キ
ロ
を
持

川

一一
一一一
一
一

湾

、

4

一一

対
す
る
反
逆
と
さ
え
さ
れ
た
の
で
す
。
毒
事
め
リ
カ
の
代
表
は
、
ィ
カ
ス
ト
ラ
の
生
徒
で
十
歳
に
な
い
い
の
で
す
。

ち
継
が
れ
た
テ
ス
テ
ィ
ゴ
の
簡
の
中
宮
、
紙
を
ふ

川

3
-一一
一

Y

ヌ
v

句

き

一

一

先
、
軍
隊
も
ス
ペ
イ
ン
語
で
す
。
私
の
知
っ
て
い
る
る
主
で
し
た
。
テ

て
、
修
正
さ
せ
た
経
験
が
あ
る
。
労

基
法
も
愚
後
ま
で
手
を
ゆ
る
め
ず
に

運
動
を
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
五

十

一
団
体
も
申
し
入
れ
や
要
望
を
し

て
い
る
が
、
国
会
に
影
響
を
与
え
る

に
は
、
同
法
案
に
つ
い
て
、
労
働
者

だ
け
で
な
く
、
国
民
に
わ
か
っ
て
も

ら
え
る
よ
う
に
動
い
て
い
か
な
け
れ

労
基
法
改
悪
粉
砕
せ
よ

千
代
田
区

公
会
堂
で

各
党
も
女
性
を
応
援

三
目
、
東
京
・
九
段
の
千
代
田
区

公
会
堂
で
は
「
労
基
法
改
憲
、
女
性

泣
か
せ
の
一
変
形
労
働
時
聞
に
反
対
す

る
会
」
が
開
か
れ
、
約
九
百
人
が
集

ま
り
、

会
場
を
埋
め
つ
く
し
た
。

既
報
の
と
お
り

(当
紙
七
月
一二
十

日
号
に
掲
載
)
、
同
集
会
は
、
参
議

院
議
員
の
中
西
珠
子
さ
ん
の
発
案
で
会
場
か
ら
の
発
言
、
野
党
国
会
議
員

開
か
れ
た
も
の
。

か
ら
の
挨
拶
が
あ
っ
た
。

講
談
師

・
宝
井
琴
桜
さ
ん
の
「
時
開
会
に
先
立
ち
、
中
西
さ
ん
は
「
長

間
短
縮
物
語
」
の
講
談
、
「
労
基
法
い
間
労
働
問
題
に
か
か
わ
り
、
し
か

改
正
案
に
つ
い
て
」
を
テ
l
マ
に
田
も
自
分
も
働
く
婦
人
だ
っ
た
と
と
を

辺
照
子
さ
ん

(明
治
大
学
教
授
)
、
考
え
る
と
、
今
度
の
改
正
案
は
許
す

中
島
通
子
さ
ん
(弁
護
士
)
の
講
演
、
乙
と
が
で
き
な
い
。
同
じ
思
い
の
働

子
ど
も
の
人
権
を
守
れ

全
国
P
T
A

問
題
研
究
会

第
“
回
全
国
大
会

24日の昼休み請願デモ

3日の反対集会で

顔
向
け
で
き
る
内
容
か
ど
う
か
疑

問
。
政
府
原
案
に
対
し
て
決
し
て
質

成
で
き
な
い
」

(公
明
党

・
平
石
麿

作
太
郎
さ
ん
)

「
日
本
の
労
働
状
況

は
最
倍
。一

枚
出
口
と
な
っ
て
政
府
原

案
反
対
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

時
短
が
あ
っ
て
、
賃
金
保
証
が
あ
る

の
が
と
れ
か
ち
の
課
題
」
(民
社
党

・

田
中
慶
秋
さ
ん
)

「
日
本
が
大
き
く

変
わ
ち
な
く
て
は
な
ら
な
い
時
期
に

来
て
い
る
と
患
っ
。
日
本
は
、
世
界

一
と
言
わ
れ
る
が
、
幸
福
か
と
い
う

と
、
ど
う
だ
ろ
う
。
日
本
は
、
砂
漠

に
生
え
て
い
る
サ
ボ
テ
ン
じ
ゃ
な
い

か
と
思
う
時
が
あ
る
。
見
て
く
れ
は

ト
ゲ
が
あ
っ
て
大
き
く
そ
び
え
て
い

る
が
、
本
当
は
砂
を
か
む
毎
日
じ
ゃ

な
い
か
。
こ
れ
か
ら
は
、

生
活
、
心

の
豊
か
さ
を
要
求
す
る
時
期
に
き
て

い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。
生
活

の
E
か
ろ
貿
の
時
代
だ
。
生
活
の
プ

ロ
は
女
性
。
ど
ん
ど
ん
発
言
し
て
欲

し
い
し
、
そ
の
た
め
の
応
援
を
さ
せ

て
欲
し
い
」

(社
民
連

・
江
田
五
月

さ
ん
)な
ど
の
発
言
が
寄
せ
ら
れ
た
。

す
占胃
会
八
月
の
断
想

「

E
C
-
い
く
つ
か
。
六
日
、

広

正
耽
一

島
の
街
角
で
会
っ
た
お

一
手
才
一

ば
あ
さ
ん
。
直
角
に
腰

ru、一
が
曲
っ
て
い
る
が
ス
タ

-
E
K
ス
タ
と
歩
合

こ
ち
ら

τ官
一

の
方
が
患
が
切
れ
る
く

ー
ー
ー

ら
い
。
今
年
も
平
和
記

念
公
園
へ
の
お
ま
い
り
が
多
か
っ

た
。
よ
か
っ
た
ね
と
笑
う
。
お
い
く

つ
で
す
か
と
聞
い
た
ら
、
「
九
十
五

歳」

H
・
ま
だ
ま
だ
が
ん
ば
ろ
な
き

ゃ
あ
。

-
R
A
M
禽
十
五
日
。
朝
、
平
和
の
小

さ
な
集
ま
り
で
浦
安
に
行
く
。
駅
前

は
人
で
雑
踏
し
て
い
る
。
タ
ク
シ
ー

乗
場
は
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ
ン
ド
へ
行
く

親
子
づ
れ
、
ヤ
ン
グ
カ
ッ
プ
ル
で
長

蛇
の
列
。
野
馨
と
は
思
っ
た
が
聞
い

て
み
た
。
今
日
は
何
の
目
。
.
サ
ア

テ
、
何
だ
っ
た
っ
け
:
:
:
の
答
ば
か

り
。
午
後
、
渋
谷
ハ
チ
公
前
に
か
け

つ
り
る
。
女
た
ち
の
反
戦
マ
ラ
ソ
ン

講
演
会
。
乙
と
し
は
右
翼
が
隣
に
ピ

タ
リ
と
車
を
つ
け
、
あ
ち
F
J
も
マ
ラ

ソ
ン
演
説
会
で
あ
る
。キ
チ
ガ
イ
女
、

ソ
連
へ
行
け
の
類
の
悪
口
ば
か
り
で

中
身
は
ほ
介
ヤ
ん
ど
な
い
が
、
マ
イ
ク

は
大
き
く
ウ
ル
サ
イ
。
女
た
ち
も
負

け
ず
に
声
を
は
り
あ
げ
、
予
定
の
二

時
を
三
時
ま
で
延
ば
し
て
、
し
っ
か

り
し
ゃ
べ
っ
た
。

AH
*
会
下
旬
に
北
九
州
に
行
っ

た
。
博
多
は
ま
だ
活
気
が
あ
っ
た
が
、

北
九
州
の
町
は
一
見
し
て
さ
び
れ
て

い
た
。
特
に
、
門
司
港
の
あ
た
り
は

見
る
に
た
え
な
い
風
景
だ
っ
た
。
か

つ
て
繁
栄
を
誇
っ
た
門
鉄
の
構
内

l
o
た
く
さ
ん
あ
る
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ

ー
ム
、
線
路
の
大
部
分
は
全
く
使
わ

れ
た
形
跡
も
な
く
、
赤
錆
び
た
古
い

貨
物
の
車
両
が
雨
に
う
た
れ
、
入
閣

の
腰
の
高
さ
く
ら
い
ま
で
雑
草
が
お

い
茂
っ
て
い
る
。

-
R
A
M
-
R
昔
、
門
司
港
は
、
大
陸
へ

の
出
入
口
と
し
て
懲
え
た
。
出
陣
し

て
{タ
¥
軍
人
、
兵
士
を
送
り
出
す
港

で
あ
り
、
中
国
、
旧
満
州
、
朝
鮮
へ

行
く
、
人
や
貨
物
で
に
ぎ
わ
っ
た
。

軍
国
日
本
の
最
前
線
で
あ
っ
た
。
そ

の
役
目
が
な
く
な
り
、
門
司
港
に
入

る
船
も
減
っ
て
し
ま
っ
た
。
新
幹
線

も
門
司
は
無
視
し
て
走
り
抜
り
る
。

こ
れ
は
悲
し
む
べ
き
か
、
喜
ぶ
べ
き

な
の
か
|
O

-
R
A
M
脅
し
か
し
、
東
京
の
異
常
な

土
地
高
騰
、
異
様
な
熱
気
に
比
べ
、

地
方
の
落
ち
乙
み
は
ど
-
つ
だ
る
つ
。

今
夏
、
東
京
は
う
だ
る
容
さ
が
つ
づ

き
お
手
あ
げ
と
思
っ
た
が
、
北
九
州

は
雨
ば
か
り
で
梅
雨
の
よ
う
な
夏
だ

っ
た
と
い
う
。
北
海
道
も
雨
が
多
か

っ
た
と
か

。
米
の
出
来
は
大
丈
夫

だ
ろ

っ
か
。
こ
う
い
う
こ
と
も
、
東

京
に
ば
か
り
い
る
と
見
え
な
い
。

1225i岳
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会書号 f、来斤担甥国釜~ (2 ) 〈臼曜日〉

東京都地域消費者団体連絡会が関係者と話し合い

昨年4月26日にソi!I!のチェルノプイリで起きた瞬時事故によって、ヨーロ yパ各地の 1:唖は政射能で再臨され、さらに地下

水から嗣へと広がり、動刷物によって蝿制され、叫酎し続けている。 1'1"過ぎたいま、輸入食品はどの程度版射能汚即されて

いるのか、まったく酷睡はないのか、安全性について、ちII京都地培問問者団体迎桔会は、 8Fl7目、南京 ・眠問摘の都問賢岳

センターで、外国から原料や腿品を輸入している乳業、ビール盟界、百園間の輯者を抱さ、話しあいを行 ""Jt，こυ

と
5
4
P
A
需
き
司
令
一
向
上
臨
の
白
日
制
一
厄
割
一
撃
薪
辻
野
の
両
氏
戸
誌
に
明
花
の
野
口
く
、
ぃ

pdか
り
、
宙
哨
物
理
く
、
ど
り
樟
介
決
定
す
。

婦

人

会

始

動

の

こ

ろ

⑬

く

閉

量

る

。

五

十

噛

量

し

で

副

会

墨

語

。

七

名

に

て

明

き

調

車

げ

し

く

や

っ

王

四
月
十
五
自

主

雨

ヘ

奪
三
塁
苓

甲

山
駐
日
詰
島
町
問
問
刊
誌
1
弁
当
に
ま
宅
関
川
町
村
戸
田
話
料
単
語

リ

本

於

ミ
よ

守
4
F
i
J

、o
c

F

AS
議
滋
養

育

j

r時
空
訪
れ
の
軒
目
付
民
間
野
村
山
hku日
開
伏
一
紅
棋
院

る
の
み
。
予
定
の
仕
事
平
副
置
す
旬
と
て
く
さ
だ
ん
ご
を
雌
走
に
な
か
っ
た
o
A
『
胃
は
安
色
か
に
眠
れ
強
い
る
わ
け
に
は
ゆ
か
由
。

ら
出
来
由
寸
l
甲
曙
泣
い
自
分
で
は
る
。
タ
畠
桂
、
髪
栢
さ
ん
に
ゆ
き
、
る
だ
ろ
う
。

四
吊
士
ハ
日

(壷
)
雨

午
桂
役
員
会
。
出
席
土
谷
。
私
法
童
と
し
て
、
高
い
と
=
E
ふ
な
い
な
お
し
ゃ
れ
静
子
る
。
己
の
会
が
路

四
月
十
日

(土
)
曙

主
人
に
お
函
守
番
を
お
ね
が
ひ

雨
天
の
中
を
た
く
亨
ん
揖
っ
て
、
白
肝
を
黙
過
す
る
わ
吋
に
は
ゆ
か
十
一
時
半
ま
で
か
か
り
靴
下
片
っ
た
R
P
ん
な
に
需
が
曜
に
な
る
開
入
金
の
躍
中
政
々
と
来
り
、
し
た
が
、
村
田
夫
人
が
お
出
に
な

心

守

口

意

見

を

吐

露

し

て

く

れ

、

ぬ

。

方

を

領

u

o

E

添

。

新

聞

室

腕

む

な

患

な

い

。

っ

て

引

き

窓

υ
て
下
さ
っ
た
の
で

田
部
に
害
事
の
全
胆
喜
味

=
一月
二
十
百

(日
)
曇

=

一旦

手

自

主

暗

号
、
臨
州
の
車
問
望
感
に
夕
食
艦
、
融
雲
の
会
計
き
お
き
な
く
出
か
け
ら
れ
匂
有

担

定

し

弓

士

丈

が

睡

父

の

野

慣
へ
列
席
し
明
果
、
村
田
さ
ん
が
高
て
椙
侍
な
っ
て
果
た
。
戦
争
は
こ
り
と
り
す
。
輯
割
四
千
七
百
八
円
四
ず
践
離
い
こ
と
で
あ
る
。
電
車
の
唱
曲

玄
料
一
盟
主
部
(
岸
警
の
由
睡
で
下
さ
る
と
寺
中
の
で
、
早
く
起
状
の
唖
安
方
を
し
て
ド
古
る
。
だ
。
芭
袈
せ
る
平
相
と
い
ふ
も
の
也
の
支
出
と
な
る
。
そ
の
他
、
端
、
の
た
め
か
、
約
一
手
分
の
延
着
、

が
高
い
と
云
ふ
肝
判
が
あ
る
と
い
さ
て
お
は
ぎ
を
つ
く
り
、
仏
塩
に
こ
の
昭
博
状
は
主
人
が
今
朝
食
は
筆
示
し
く
な
い
。
哲
男
寄
附
#
厳
へ
れ
ば
-
万
円
十
時
半
郵
便
告
館
に
つ
く
。

ふ
臣
、
聞
に
し
弓

ー
さ
ん
が
お
間
供
へ
し
た
。
お
井
当
に
も
岡
持
前
、
シ
ャ
ツ
一
位
に
な
っ
て
瞳
写

四
月
四
日

(日
)
晴

房
逼
か
に
突
破
す
る
事
に
な
る
。
三
十
八
名
の
出
席
、
仲
々
活
蝿

己

っ

て

仕

事

を

断

は

り

に

来

た

。

な

意

見

が

毘

重

さ

れ

た

が

、

雑

鮪

E

J

E

F

E

、

，

、

.
J

‘、J
A

H

H

'

:

、1
、

、

玉

三

静

岡

M

H

と
な
っ
た
の
は
、
豊
と
し
五

両

Ee宅
ぴ
一
志
句
J

Eカ
妻

加

算
さ
ん
の
工
宗
主
た

Z

-↑固

か
っ
た
障
に
も
思
は
れ
た
。
回
世

嗣

敬

老

会

、

一

つ

の

手

落

ち

も

な

く

日

訪

日

吋

、

型

車

.
圃

訟
井
、
自
君
、
鼎
木
、
清
水
の

M

た
せ
し
た
。
と
つ
や
皇
軍
れ
た
ち
し
て
下
さ
っ
た
b
の
。
今
回
の
催
床
を
闘
っ
て
用
び
寄
る
。
五

四
月
十
一
日

(日
)
密

主
人
で
、
支
那
“
高
を
童
ベ
弓

-
E

し
く
帰
っ
て
雪
れ
示
。
し
に
つ
い
て
は
、
更
が
心
か
ら
時
だ
。
天
厚
買
に
な
っ
て
な
ら
号
、
詰
量
思
季
、
今
ほ
ん
に
向
車
ぷ
り
か
の
輔
の
再
現

』

串

一

圃

F

さ
ん
へ
も
仕
立
の
件
却
っ
か
手
伝
っ
て
下
さ
っ
た
。
由
。
二
由
の
輔
モ
ヤ
だ
。
し
め
た
F

自
の
慰
労
金
の
間
馳
走
を
つ
く
り
で
品
る
。
ま
の
人
々
に
も
昧
は
せ

一闘

が
ひ
し
た
ら
、
や
っ
ぱ
り
仕
立
高
山
柏
崎
さ
ん
が
昏
体
の
調
子
が
悪
好
天
に
な
る
。
大
販
は
ひ
で
あ
る
。
ニ
!
八
名
、
て
や
り
た
い
、
自
分
一
人
で
は
串

宵
闘

が
予
想
外
に
高
い
と
の
こ
ル
」
。
く
劇
に
出
掛
出
石
市
由
白
書
ひ
に
高
九
時
、
田
右
会
、
会
場
の
ハ
凸
回
折
か
ら
来
合
せ
た
小
腕
先
生
も
加
訳
な
い
と
恩
之
、
(
注

3〉

人

V
圃

約
一
時
間
、
詑
7
Uく
落
ち
つ
い
る
。
幸
、
塩
田
さ
ん
が
や
っ
て
下
小
学
暗
に
菖
い
た
。
へ
て
、
献
や
踊
り
に
曙
実
。

一
凶

た
h
m
持
で
何
上
磁
の
自
叙
伝
評
議
さ
る
と
の
唱
に
で
ほ
っ
と
す
る
。
九
時
半
と
一
宮
ふ
に
、
閏
年
寄
り
わ
げ
て
も
長
谷
川
え
の
せ
り
注
l
H
大
友
さ
ん
培
幼
い
己
8

a
む
。
夜
、
靴
下
を
嗣
み
は
じ
む
。
世
十
時
過
ぎ
よ
り
閉
を
わ
か
し
が
や
っ
て
占
有
総
数
(
高
蹄
者
)
ふ
の

2aい
こ
と
。
ょ
た
、
塩
田
生
田
の
病
餌
の
た
め
宝
子
へ
出
吉

町

嗣

=

一月
二
十
四
日

〔ホ
〕
岳
噴
晴

暁
星
宗
主
。
ゃ
う
や
く
気
一
が
百
名
を
突
破
。
余
興
が
突
γ
歯
巴
さ
ん
の
田
ぶ
り
そ
ぶ
り
の
膚
噛
さ
れ
た
。
そ
の
量
家
の
勾

画

近
さ
ん
と
君
さ
ん
が
敬
喜
金
せ
い
せ
い
す
る
。
か
っ
た
の
で
、
醐
喜
ま
で
っ
ち
に
は
お
喫
起
が
さ
れ
苦
っ
。
注
2
H
当
時
は
閣
を
つ
な

-8

闘

の

皇

室

。

躍

の

去

詰

四
月
=
百

〈土
)
大

雨

れ

て

献

や

踊

り

漏

出

し

た

。
み
ん
な
デ
ケ
年
ぶ
り
を
一
度
に
実
も
ぜ
い
た
く
、
ド
ラ
イ
ヤ
ー
も
な

圃
圃

へ
に
住
む
N
さ
ん
が
、
高
齢
古
に
世
ノ
回
さ
ん
タ
異
に
町
の
艶
砧
全
て
相
や
か
な
主
で
あ
っ
た
。
っ
た
と
い
ふ
て
か
へ
ち
れ
た
U

い
o
椛
髪
は
μ
太
事
戸
だ
っ
た
。

幽

と
て
、
た
っ
た
三
本
の
曲
輩
を
出
屋
さ
ん
を
二
、
一
一
五
づ
ね
た
が
同
埼
語
聞
記
章
一
名
菜
で
写
真
愚
暗
に
臨
時
役
員
告
を
ひ
ら
注
3
4
」
の
己
ろ
か
「
チ
￥
d

闘

し
た
心
唖
を
恩
ふ
と
現
に
悲
し
れ
も
満
員
。
を
服
じ
て
く
れ
た
。
さ
、
高
帽
副
虫
夏
辞
職
に
と
も
な
っ
童
同
事
情
好
転
。
件
直
も
ポ
ツ

酬

い
。
午
後
、
大
雨
の
中
を
、
石
鼎
、
閉
会
は
二
時
。
融
会
後
聞
も
な
う
桂
任
の
撃
に
よ
り
、
村
田
み
ポ
ソ
司
能
と
な
っ
て
き
た
。

1987年 8月 30日(捕3種郵便物認可}

昭
和
二
十
三
年
三
月
二
十
日

(土
)
山
商

入
電
恩
ひ
も
か
け
ぬ
韓
父
(
注

l
)
の
他
界
。
米
寿
の
容
を
迎
へ

た
老
持
年
に
不
足
は
な
い
が
、

恒
し
ん
で
も
余
り
あ
る
父
で
あ
っ

た
。
田
は
ヰ
め
度
な
く
時
れ
る
。

静
か
に
仏
壇
に
香
を
焚
く
。
院
か

A
沃
へ
と
亜
怨
は
つ
づ
く
。

家
庭
観
や
政
治
観
も

男女の地位は平等か

国受E〈日曜日〉 第 841号

品立正ァ
【職
理
〕

就
業
す
る
こ
と
で
良
い
痛
は
「
収

十
年
前
に
比
べ
て
、
女
性
が
噛
揖
入
が
糟
ち
れ
る
」
〈
六
ニ

・
て
骨
)
「
社

に
就
貯
る
糟
告
に
つ
い
て
は
八
九
・

会
的
な
視
野
が
広
が
る
」
(
四
e

七
舶
が
「
多
く
な
っ
た
」
と
固
笛
、
八
骨
)
「
人
間
関
係
が
広
が
る
」
(
一
-
一

女
性
が
職
業
を
も
っ
と
と
に
つ
い
て
九

・
八
骨
)
「
能
力
・
匝
能

・
薗
格

は
六
六
ニ
骨
の
人
宅
師
事
U
い
」
を
語
か
せ
る
」
(
一
一
三

・
三
骨
)
の

と
再
T

一え

て

い

る

。

順

(

裡

甑

回

答

)

。

安奇~ /'、来1T1!0宵

ー

ク
レ
ル
だ
が
、
わ
れ
わ
れ
の
告
社
の

水
車
は
そ
の
程
度
の
h
vの
下
、
一
桁

制
は
、
開
一
が
、
金
納
入
会
計
だ
日
の
も
の
だ
と
患
っ
て
い
る
。
法
的
の

本
の
厚
生
省
が
示
し
た
三
七

O
の
基
三
七
O
ベ
ク
レ
ル
が
費
全
か
危
険
か

岨
個
以
乍
を
保
証
詩
畠
。
第
二
は
、
は
、
払
た
ち
が
端
軸
す
べ
き
で
は
な

週
間
時
に
摩
生
省
機
聞
が
金
悼
の
一
い
の
で
は
?
」
(
サ
ン
ト
リ
ー

劃
に
つ
い
ず
長
査
を
安
J
。
讐
一
は
、
梢
費
者
代
理
「
牛
乳
な
ど
ベ
ク
レ

自
社
骨
全
ロ
ッ
ト
に
つ
い
て
、
各
一
ル
世
間
が
高
い
の
に
、
ホ
ッ
プ
や
変

キ
ロ
サ
づ
っ
控
い
て
シ
ン
チ
レ
l
シ
芽
は
Y
R
J
し
て
低
い
の
だ
民
う
か

s
凶
の
散
字
で
あ
る
と
い
う
。
明
出

ョ
ン
・
サ
ー
ボ
・
メ
ー
タ
ー
で
検
査
「
五
月
前
の
事
担
で
、
ホ
γ
プ
な
は
、
軍
生
省
の
憤
事
と
曲
目
の
噴
査
、

を
得
っ
て
い
る
が
、
今
日
ま
で
問
題
ど
は
穿
宇
田
し
た
ば
か
り
で
、
直
掻
必
曹
に
応
じ
て
は
原
料
元
の
合
格
槙

に
忽
畠
蝕
字
は
出
は
い
。
も
し
、
間
政
射
障
の
炭
を
あ
び
ほ
か
っ
た
か
己
査
柾
を

P
R正
い
う
。

題
点
が
出
て
く
れ
ば
、
摩
生
省
の
閉
で
は
ほ
い
か
。
今
世
の
問
題
と
し
て
、
小
費
に
聞
し
て
は
、
各
型
粉
会
社

定
構
閣
に
噛
葦
を
依
偏
す
る
体
制
で
士
事
が
ど
の
く
ら
い
被
苫
を
受
け
て
(
日
清
製
粉
、
回
相
産
捕
、
日
本
製

望
ん
で
い
る
」
と
い
う
。
い
る
か
日
~
。
ま
た
、
世
宵
の
少
な
い
掛
)
と
も
金
福
庁
を
経
で
輸
入
し
て

ア
サ
ヒ
ビ
l
ル
は
、
理
芽
を
チ
ヱ
旭
区
か
ら
買
い
付
け
を
し
て
い
る
こ
い
忍
市
、
製
粉
し
た
桂
、
曲
自
の
横

コ
、
東
・
商
ド
イ
ツ
、
調
眠
、
同
欧
と
も
あ
る
」
(
サ
ッ
ポ
ロ
〉
査
も
行
っ
て
い
る
が
瞳
期
間
以
下
だ

ホ
y
プ
を
西
ド
イ
ツ
、
チ
ェ
コ
サ
ァ
今
世
の
聞
唱
は
、
土
壇
丙
県
が
ど
と
い
う
J
t
t
ι
、
畠
祉
と
も
パ
ス
タ

ポ
ロ
ビ
ー
ル
は
、
変
芽
、
ポ
y

プ
と
の
再
度
影
留
を
及
ぼ
し
て
来
る
か
闇
勢
認
っ
て
お
り
、
輸
入
先
は
イ
タ

も
に
七
1
八
剛
を
ド
イ
ツ
、
チ
ェ
コ
で
、
今
世
と
も
世
間
直
に
監
倒
し
て
い
リ
ア
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
か
ら
だ
が
、

か
色
。
サ
ン
ト
リ
ー
ピ
l
ル
は
、
ヨ
l
き
た
い
と
い
う
F

こ
れ
も
基
田
圃
の
凶
!
加
だ
と
い

ロ
ッ
パ
と
ア
メ
リ
カ
か
F3f輸
入
し
て
流
通
商
で
は
、
自
社
が
開
時
し
た
う
れ

い
る
。

2

商
品
以
外
は
、
ほ
と
ん
ど
と
の
苗
歯
科
社
の
綴
っ
て
い
る
商
品
が
、
ほ

憤
査
方
法
は
、
一
二
社
と
も
キ
リ
ン
臨
も
同
障
の
岨
品
伊
民
コ
て
い
る
の
と
ん
ど
胆
射
能
の
唐
画
の
な
い
も
の

ピ
1
ル
と
間
揮
で
、
輸
入
国
の
八
台
で
、
厚
生
宙
の
壁
面
の
酌
さ
を
や
厚
生
省
起
き
た
革
個
よ
り

機
関
の
豊
富
・
が
あ
る
も
の
、
見
事
急
っ
て
い
る
置
に
開
は
る
か
に
低
い
置
で
あ
る
と
い
う

日
本
の
摩
生
省
に
よ
る
憤
葵
自
社
持
し
た
商
話
は
、
輸
入
聞
の
証
明
書
こ
と
は
聞
け
た
が
、
梢
園
者
間
と
し

憤
事
と
-
長
男
チ
ェ
ッ
ク
書
つ
を
求
め
た
り
、
置
に
社
園
芸
つ
て
は
、
議
価
以
下
と
い
っ
て
も
三

て
い
る
。
で
構
査
し
て
い
る
ト
雪
だ
同
査
体
主
じ
i
Q
ょ
で
と
幅
広
く
、
正
確
な

梢
聖
代
表
「
附
世
間
能
は
、
ほ
ん
制
色
、
ほ
と
ん
ど
の
肖
自
由
が
自
社
詰
が
師

T
Sい
。
ょ
た
、
庫
生
省

の
少
し
で
も
体
内
に
入
る
と
危
な
い
で
行
替
え
る
よ
う
園
間
券
逼
的
、
前
の
示
し
さ
云

δ
ベ
ク
レ
ル
が
安
企

と
昼
間
わ
れ
て
い
る
。
軍
生
省
塞
醐
の
向
き
の
世
間
で
取
り
組
ん
で
い
る
の
と
曹
え
る
鞍
宇
か
に
つ
い
て
も
理
問

一王

δ
ベ
ク
レ
ル
以
下
な
ら
費
生
と
が
う
か
が
わ
れ
た
。
が
残
っ
た
喜
つ
だ

見
な
す
の
か
、
そ
れ
と
も
、
ど
の
く
乳
業
か
ら
は
雪
印
、
明
治
市
出
席
一
一
九
八
五
年
に
、
国
際
放
射
堀
町

ら
い
の
触
値
を
事
え
て
い
る
の
か
。
現
在
、
注
目
さ
れ
て
い
る
の
は
ナ
チ
護
唾
圏
全
自
体
が
、
年
間
の
許
寄
帽

開
園
者
に
と
っ
て
は
、
心
じ
で
も
肱
ュ
ラ
ル
チ
ズ
記
が
、
胃
印
は
、
軍
帽
を
現
在
の
一
五
円

6
ミ
リ
レ
ム
か
ら

射
能
町
出
た
色
使
わ
な
い
と
い
う
、
生
省
の
出
先
鞭
聞
に
白
絡
レ
た
も
の
一
Q
U
Z
ミ
リ
レ
ム
ま
で
引
キ
宇
げ
る

サ
y

ポ
ロ
ビ
ー
ル
の
唱
曲
を
望
み
た
を
商
社
を
通
じ
て
一
明
入
苦
り
に
各
制
告
を
し
て
お
り
、
臨
し
て
一
現
在
の

い
予
」
い
ス
看
闘
に
対
'
H
ど
の
メ
!
ロ
ッ
ト
ご
と
に
、
北
五
時
遭
の
簡
憤
に
数
値
が
官
会
直
井
ほ
い
え
な
い
し
、

力
ー
も
ほ
と
ん
ど
閉
じ
と
こ
ろ
か
ち
出
し
、
そ
の
暗
黒
を
見
て
製
品
に
し
曲
射
時
九
安
全
置
は
な
い
と
事
え
た

仕
入
れ
て
い
る
。
変
芽
一
が
一

・
ニ
べ
て
い
る
。

厚
生
省
軍
事
三
夫
)
の
同
封
簡
が
望
ま
れ
る
ρ

各
業
界
と
も
前
向
き
に

開
鵬
掛
川
内
放
射
能
に
安
全
値
な
し

今
回
の
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
回
7
カ

発
電
所
の
南
極
で
は
、
鞍
檀
キ
ュ
リ

ー
の
股
射
能
が
大
問
中
に
般
出
さ
れ

た
と
み
A
耗
て
い
る
。
放
射
能
に
よ

る
植
割
は
、
諒
性
障
問
だ
け
で
忽
く
、

晩
揖
性
聞
書
、
約
回
十
年
後
が
ピ
ー

ク
と
い
わ
れ
る
ほ
ど
、
昼
間
に
わ
た

っ
た
臨
書
と
な
争
と
い
う
ハ

厚
生
省
は
、
昨
年
十
月
一
口
に
、

輸
入
童
話
の
中
か
月
十
八
品
目
に
つ

い
て
、
「
キ
口
せ
当
た
り
士
一
七

σ

ベ
ク
レ
ル
」
の
日明
出
慣
を
設
定
し
、

活
唖
個
を
菌
r
え
た
も
の
は
向
上
げ
し

な
い
よ
う
通
遣
し
た
。
厚
生
宙
が
革

瞳
恒
と
す
る
=
否
。
ベ
ク
レ
ル
と
い

う
位
値
は
、
直
陣
曲
以
射
岨
昭
防
謹
吾
員

会
(I
C
R
P)
が
、
4
栂
の
人
の
、

年
間
版
刷
聞
肝
腎
岨
度
在
五
円
。
ミ

リ
レ
ム
と
し
て
い
る
の
を
元
に
し
て

担
め
ら
れ
た
と
い
う
。
つ
占
り
、
t且

t
u
ミ
リ
レ
ム
の
三
分
の
二
は
、
自

問
の
申
に
品
る
股
射
能
と
医
掴
か
ら

受
け
る
被
ぱ
く
と
み
て
、
世
り
が
=
4

分
の
↓
の
一
六
七
ミ
リ
レ
ム
あ
る
。

そ
こ
で
、
日
明
民
J
人
当
り
の
畠
昂
嗣

取
蝿
を
-
日
一

・
四
キ
ロ
以
号
、
そ
の

中
の
輸
入
金
品
の
割
合
を
=
一
五
骨
に

み
て
、
そ
し
て
良
品
同
ぱ
く
の
劃

i
 

合
を
六
六
骨
と
仮
定
し
て
、
残
り
の

一
六
七
ミ
リ
レ
ム
を
当
て
は
め
る

と
、
四
一
一
ベ
ク
レ
ル
よ
で
は
大
丈

夫
だ
と
い
う
一
こ
れ
に
E
C
や
米
国

の
翠
車
問
を
事
暫
L
し

τ出
し
た
の

が
三
じ

O
ベ
ク
レ
ル
と
い
う
こ
と

だ〈
現
伍
、
輸
入
食
品
の
憤
査
は
、
時

民
同
慌
の
商
い
ソ
盟
、
7
，
ン
ラ
ン
ド
、

ス
ウ
F
i
デ
ン
、
フ
ラ
ン
ス
、
ト
ル

コ
か
ら
輸
入
さ
れ
る
全
霊
晶
、
ナ
y

ツ
、
香
辛
料
、
野
菜
、
肉
顕
は
す
べ

て
全
曲
憤
査
だ
が
、
そ
の
他
は
一
劃

の
依
き
と
り
憤
丘
を
し
て
い
る
。

し
か
し
、
民
都
太
学
工
学
部
が
己

の
-
一
月
に
、
京
都
市
内
で
咽
入
し
た

商
品
約
三
Q
聞
の
う
ち
一
一
一
点
か
ら

放
射
能
が
憤
出
さ
れ
た
己
と
も
あ
っ

て
、
梢
間
百
と
心
て
み
れ
ば
、
本
山
寸

に
耐
入
車
晶
は
安
全
な
の
か
と
い
う

睡
問
も
あ
る
。
そ
こ
で
、
童
品
旗
料
、

製
品
を
輸
入
し
て
い
る
メ
ー
カ
ー
と

問
題
間
保
帝
禦
に
呼
び
か
け
、
暁
査

体
制
や
安
全
に
対
す
る
ぎ
え
を
直
接

聞
こ
う
と
開
か
れ
た
も
の
だ
。
さ
ら

に
は
、
提
供
す
る
聞
と
梢
闘
す
る
聞

の
相
互
亦
協
力
、
買
力
す
る
た
め
の

割
長
暗
と
し
で
空
番
で
あ
る
己

と
も
強
閤
さ
れ
た
。

午
閉
中
は
、
ビ
ー
ル
メ
ー
カ
ー
、

午
佳
は
乳
牛
、
製
粉
メ
ー
カ
ー
、
概

週
(
百
正
問
自
〉
関
係
信
と
の
酷
し
あ

い
に
な
っ
た
-

開
園
者
代
畳
か
ら
、
「
眼
科
や
割

晶
は
Y
あ
国
か
A
任
天
れ
、
Y
習
い

う
憤
査
体
制
を
取
っ
て
い
る
か
」
と

い
長
聞
が
あ
っ
た
。

キ
リ
ン
ビ
ー
ル
で
は
、
「
麦
芽
、

ホ
ッ
プ
の
八
劃
亭
討
外
国
か
ら
輸
入
。

聖
芽
は
ヨ
ロ
γ
パ
、
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
、
カ
ナ
ダ
。
ホ
y
プ
は
西
ド
イ

ツ
、
チ
ェ
コ
に
車
中
。
チ
ェ
y
ク一体

す一一戸山1
一一一一一ー一

企曜はどの棋に取り組んでいるかと質問をする今井食品部

畏(中央)

崎、

急性障害だけでな
発性障害の不安

、
岩

現
存
す
岳
日
本
の
捕
人
団
体
と
し

て
晴
嵐
告
の
つ
ぎ
に
畏
い
歴
史
を

有
す
る
日
本
V
W
C
A
の
庭
史
B
将

来
の
一
の
む
年
史
の
前
提
と
L
て、

史
買
に
は
忠
実
に
、
し
か
も
、
割
み

物
よ
じ
て
々
と
が
少
々
棋
は
っ

た
自
国
?
で
つ
く
ら
れ
た
と
あ
と
が

き
に
あ
る
が
、
塚
つ
大
で
、
日
本
の

女
性
史
の
一
環
と
し
で
も
興
味
探
い

本
に
な
っ
て
い
る
。

た
と
え
ば
、
Y
W
C
A
の
桔
成
と

そ
包
初
期
に
、
ア
メ
リ
カ
の
蝿
人
の

擾
助
が
非
常
に
い
八
き
な
力
に
な
る
の

だ
が
、
劃
成
期
の
大
き
霊
力
と
な
っ

た
キ
ャ
ロ
リ
ン
・
マ
ク
ド
ナ
ル
ド
は

明
治
三
十
七
年
に
来
日
、
い
ろ
い
ろ

な
半
校
の
女
学
生
募
正
ん
で
事
家
り

を
し
た
が
『
一
室
に
沢
山
の
人
が
畢

ま
っ
て
も
、
「
制
H層
菅
た
戸
止
叫
ず
か
し
い

恥
ず
か
し

L
一
」暗守守
〆
」
」
ち
民
あ
隅
に
四
、

五
人
岡
号
じ
学
霊
校
量
守
し
圏
聖
士
ま
示
ヲ
ぞ
そでて
、

己
雪
」
ぞ
偲
窓弔
令
京小
閏
で
臣
'
包
益
う

ばかりり一
。
亭
す
Hが
叩
の
マ
ク
ド
ナ
ル
ド

も
卓
手
毒
4
A
A
つ
毛
悟
崇
な
雪
く
、
何
も
で

き
な
く
て
困
ラ
降
と
い
う
『
当
時
の

日
本
の
立
件
あ
挟
瞳
を
如
実
に
示
し

て
い
る
。
議
室
に
事
雰
互

い
う
気
運
が
た
静
ま
っ
て
い
た
が
、

水を風を光を
ど11γVVCl出{昨同
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反対多Lや聖子、タイプ

独身OLの結婚職業観

就
業
は
増
加
と
の
認
識

(聾 3種郵恒物館可 p198ワ年8月 30日(3) 

中の直

3リO

中

A 

朗回

A 

40 
L一一一一一一一一」一一o 2C 

帰
途
も
楽
し
さ
い
-J 

は

優
佳
良
織
工
芸
館
や
札
幌
の
街

で
す
。己
の
唖
世
良
轍
工
芸
館
は
、
北
商
温
に
生
占
れ
た

民
融
工
芸
、
優
佳
良
闘
を
匝
戸
市
す
る
た
め
に
壇
で
ち

れ
た
も
の
で
す
。
雪
の
北
向
募
展
徴
し
た
山
い
堤

北
両
遭
の
士
宇
品
町
成
さ
れ
た
、
品
い
レ
ン
ガ
の
閉
四
時

内
部
の
木
材
怠
ぞ
道
内
の
実
関
木
が
便
わ
れ
て
い

ま
す工
芸
聞
に
展
示
さ
れ
て
い
る
優
住
民
摘
は
、
北
海

道
の
手
掛
つ
む
ぎ
。
現
在
も
轍
一
正
!
と
じ
て
品
剛
し
て

い
る
木
内
慢
さ
ん
が
、
昭
和
二
十
七
年
に
ム
胃
を

開
い
た
り
が
抽
ま
り
で
す
材
料
缶
、
険
料
の
草
木

も
、
題
材
も
全
て
北
師
連
の
も
の
。
昼
い
年
月
を
か

り
で
、
何
百
色
に
も
燕
の
色
券
集
め
わ
け
、
閉
さ
、

暗
に
か
け
て
輔

2-aす
。
一
つ
の
作
晶
に
匝
わ
れ
る

晶
の
色
は
、
ニ

8
ょ
R
6盟
}
。

己
の
優
住
民
織
は
、
今
で
は
日
本
だ
け
で
な
く
世

界
的
に
も
有
名
に
な
っ
て
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
工

芸
簡
の
見
時
っ
た
後
、
優
佳
良
冊
グ
ッ
ズ
を
闘
う
こ

と
も
で
き
ま
す
。
小
吻
だ
っ
た
ち
千
二
百
円
く
ち
い

か
色
。
工
差
宅
宮
、
シ
ー
ツ
ピ
ン
グ
に
思
U
な
人

も
い
る
そ
う
で
す
。

さ
て
北
海
道
と
い
え
ば
札
幌
。
旅
の
圃
桂
に
、

エ
キ
ゾ
チ
y
ク
な
札
幌
の
町
並
忍
を
轟
し
ん
で
下
さ

、。し
札
幌
ば
、
北
蝿
道
庁
金
附
在
地
。
北
福
遭
の
政
柄
、

経
済
、
文
化
の
中
心
地
と
も
肯
う
べ
き
都
市
で
す
f

暗
ん
だ
瞳
の
音
砕
晶
画
か
せ
る
時
計
台
、
組
庁
の
時
レ

ン
ガ
、
習
か
ら
初
画
ロ
札
か
貯
て
は
z
フ
イ
ラ
γ
ク
の
花

が
映
き
乱
れ
る
大
通
り
公
園
)

。

方fH予f"¥:護主

59~800円
全食車付

〈旅行スケジュール〉

実施日 10月 l日{木I-4日(日)
方夜行代金 5方自 80 0門{往復町空運圏、
宿泊園、パス ・ヵーイド料、入輔料、金畠闘用

=刷 3岡、 ..4岡、タ 3回、昨乗員同行サー
ビス圃用)

円程 1 日目ご羽U l'~主階午前 8 時30分間発
〉子z提唱港 日必 HI梼峠 {寸勝平野)

足寄一阿嘩嗣畔鼠県{自)

2日目=岡耳湖一陣周嗣ー硫摘山一III濁一
暢時曜日知床横断泊路知床宇艶昌嗣日

[泊)

3日自=宇堕呂温音別川(蛙遡よ見学)
斜里{イモ姐り、峠水鈎げ見学) 原生花

咽ー網走-CiJヒ峠一層雲棋{泊)
4日目=層型映旭川(ユーカラ楠工歪曲)
-(o，jlll一札幌(市内観光) 予措空港〉羽田
空港(午世8時頃暫}
定員 9C名 (殴低健行人買35名)
企画。全国時人軒聞社、商行主瞳阪急交

通社{週輸太庖盟障 問旅行盟臨時司)

積優斜里町観光盟関公社、日車問空

申し込み問い合せ'阪忽交通社「北海道

おもしろ陣験開行」保官o3・508・o1 
2 5包当 閉杉山 冊折り返し酔しい圃料を送
付。

7
時
灯
分
〈
特
別
快
速
・
お
く
た
ま

l
号
〉
「
乗
車
蝿
合
両
問
帽

み
た
け
駅
〈
9
碍
明
)
行
先
み

た
け
世
間
合
葬
加
園
開
料
、
他
に

交
盟
問
型
圏
、
井
『
代
な
ど
問
い

合
せ
W
A
C
曜
務
回
E
Q
O

つ
D
O
S
H
-
(田
野
)

-
同
座
古
代
史
1
珊
臼
本
紀
吾

貌
む問
問

Q

局
7
日
i
閃
年
4
月
日

日
目
岡
週
月
咽
日
(
全
日
副
)
場

所
開
沼
会
館
講
師
宮
本
較

(
成
聞
大
学
教
田
町
)
聴
珊
料
l

万
4
0
0
0
円
(
申
込
金
1
0
0目

円
、
テ
キ
ス
ト
代
金
子
)
申
し

込
み
財
団
法
人
市
川
開
枝
記
4
t
Z

E
-

-
f

o

Q

4

5

 

-
家
庭
捕
人
の
た
め
の
中
国
阿
梅

座
問
問

ー9
月
8
日
i
m
年
3
月
日

日
・
層
、
遡
火
・
金
曜
日
(
祭
日
・
冬

休
み
は
/
泣
;
l
/
8
を
除
く
)

開
閉
山
時
l
ロ
時
咽
成
金

問
蝿
入
会
館
(
棋
邑
駅
北
門
下
車
徒

歩

3
分
)
調
師
宮
崎
南
久
間
〔
明

治
ぃ
入
学
教
授
)
、
劃
光
赤
(
昼
曹
光

に
置
か
れ
て
い
な
い
、
昇
進
へ
の
帯

電
が
持
て
て
な
い
と
も
畳
け
取
る
こ

と
が
出
来
る
。
仕
事
ょ
の
悩
み
や
木

型
に
対
し
て
は
、
一
位
が
「
現
在
の

部
暑
の
仕
事
に
自
分
が
適
し
て
い
る

か
ど
う
か
」
五
一
一
骨
、
-
一
位
「
自

分
の
仕
事
が
適
疋
に
評
価
さ
れ
て
い

る
か
Y弐
J
か
」
一
円
・
一一
一骨、一一
一位

「
入
計
図
蝶
仕
事
が
ず
っ
と
同
じ
で

進
増
か
な
い
」
ニ
ニ
勿
そ
の
曲
極

脱
面
ゃ
、
聞
作
あ
る
仕
事
宇
待
た
さ

れ
た
時
同
時
に
答
え
ち
れ
る
か
、
週

に
冒
任
あ
る
仕
事
を
さ
せ
で
全
自
τ
え

な
い
の
で
は
な
い
か
な
ど
の
悩
み
を

持
っ
て
い
る
。

桔
婚
年
附
は
、
一
ヲ
十
代
檀
半
と
考

え
て
い
る
人
が
約
半
数
一
一
十
五
組

く
ら
い
ま
で
と
苦
え
号
人
色
一
一
一
人
に

一
人
の
一
劃
色
に
な
っ
て
い
る
。

結
婚
睡
仕
事
全
焼
け
る
か
Y
X
J
か

で
は
、
「
閉
貯
る
」
一
ニ
六
・
七
時
一
そ

の
中
で
、
一
人
住
い
を
し
て
い
る
O

L
笠
ハ
一

・
一
ニ
骨
が
「
嗣
け
る
」
と

答
王
、
自
宅
直
い
の
D
L
は
「
萱
の

時
に
な
っ
て
み
な
い
と
わ
か
ら
な

い
」
が
晒
も
多
く
て
四
八
・
六
骨
。

逆
に
「
閉
け
な
い
」
一
九

・
門
海
r

出
麗
挫
の
仕
事
は
、
「
明
け
る
」

が
グ
ー
ン
と
闘
っ
玄
0
・
六
骨
、
「
情

け
な
い
」
七
・
一
骨
で
、
「
そ
の
時

に
な
っ
で
み
な
い
と
わ
か
ち
な
い
」

五
六

・
八
骨
守
、
も
っ
と
も
ほ
意
見

で
あ
る
が
、
女
性
の
自
立
が
求
め
円

れ
て
い
争
中
で
、
大
手
OL
に
号
つ

し
た
意
輯
が
樟
い
の
は
淋
し
い
気
が

す
る
。

学
精
密
樺
械
学
院
講
師
)
内
容

初
心
者
を
対
睦
に
葺
誕
開
膏
聖
E
に

つ
け
、
園
出
廷
官
話
が
で
き
る
よ
う

に
な
る
圃
周
入
金
金
l
万
円
、

既
望
料
5
方
円
(
I
明
。
ヵ
月
八
月
)

定
員
同
名
申
し
込
み
財
団

法
人
全
国
開
人
会
阻
官
Q

f

4

0

7

1

 

・V晴人
間
組
在
考
事
会
都
民
会

損
「宜
戸
国
間
目
新
し
い
関
係
」

日
時

匂日
月
日
日
(
壷
)
問
山
時
吋
日

分
i
m
時
特
分
調
潤
H
m
時
給
分

:
ロ
時
「
女
と
田
の
新
し
い
開
眼
」

高
野
悦
子
宮
ヤ
ん
(
岩
波
ホ
ル
時
支

配
人
)
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
1
H
は
時

日
分
ts
同
時
「
わ
た
し
た
ち
の
一
牛
き

生
き
一
家
慣
幽
障
を
求
め
て
」
回
中
胃
貰

下
さ
ん
(
わ
い
ふ
縄
県
畳
)
、
黒
井

千
択
さ
ん
(
作
家
)
ほ
か
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
H
H
同
時
日
i
m
時
何
分

「
わ
た
し

Fρυ
く
働
き
た
い
、
押
し

た
い
」
斉
藤
男
さ
ん
〈
品
開
通
同
嗣

蝿
墨
圃
)
、
丸
田
恵
キ
デ
白
川
(
フ
リ
ー

ラ
イ
タ
ー
)
ほ
か
幌
函
H
m
m
時
日

分
i
m
m
時
同
盆
エ
ミ
リ
l
の
未
来
」

知

ら

屋
示
H
「
己
と
ば
に
見
吾
女
性
」

場
所
有
蝿
町
マ
リ
オ
ン

・
朝
日
ホ

ー
ル
申
弘
先
東
京
都
生
語
文
記

周
蝿
人
青
少
年
部
蝿
人
計
画
田
宮
0

3
・
2
l
f
R
E
L
U
定
圃

7
0
0
名
手
話
通
眠
、
保
育
付
占

-
女性」
l乍
ふ
る
老
人
問
題
、
y
‘/ポ

ジ
ウ
ム

目
時

白
日
月
日
自
国
同
時
l
m
時
開
分

れ
前
佼
軒
、
ロ
回
目
両
i
ロ
時
(
分

科
会
)
、
日
時
半
;
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

会
明
暗
主
会
開
止
ホ
l
ル
(
鞘

町
駅
西
口
主
回
)

主
開
高
齢
化
発
言
が
ま
く
す
る
女

性
の
金
」
(
代
表
樋
口
車
チ
)
前

夜
襲
H
「
圃
に
向
っ
て
隼
き
た
主
だ

ち
E
3
宜
申
」
一
己
に
つ
ど
い
、
必
い
と

平
相
を
曲
る
」
枇
山
ち
え
チ
、
国
間
同

て
い
、
丸
木
俊
、
大
友
よ
ふ
さ
ん
他

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
も
し
も
、
私
が

い
ま
倒
れ
た
ら
」
大
楠
鞭
稿
、
大
軒

閣
、
聞
睦
嗣
子
、
樋
口
市
m
，T
さ
ん
等

苦
加
賀
l
A
E
O
H

申
し
込
み
・
問
い
合
せ
I

高
齢
化

社
会
を
よ
く
す
る
反
性
の
金
古
日
δ

・

1
i

ふれあおう。l吐界と。

鱒 KDD
国際電惜電笛棟式会柱

I I片

• 
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あ
な
た
の
火
災
保
険
に
、
地
震
保
険
つ
い
て
い
ま
す
か
。

0':1デのチョコレ f、a
2つの第~~:;tÁの原を.Hiv~，第

あ、もしもし。ノ、ヮイへね、かけたいんて・すけじ

一人娘が新協旅行でね、ホテルの電話番号IH'Jるんてやす二

でも、なにしろ海外て'しょ。私、英語できませんし。

どうしましょう。

性
別
に
見
る
と
、
男
性
で
は
「
田
町

に
生
事
れ
た
い
」
が
八
割
昔
、
一
方

女
性
で
は
「
女
に
生
ま
れ
た
い
」
が

過
半
数
宇
ャ
占
め
て
い
る
も
の
の
「
男

に
生
ま
れ
た
い
」
と
高
足
た
人
が
-

業
軒
待
た
な
い
方
が
よ
い
」
は
三
九
七
骨
と
的
」
ニ
聞
い
る
。

四
骨
と
少
な
い
。

【結
措
】

五
十
九
年
の
調
査
と
比
較
す
る
桔
憎
し
た
方
が
よ
い
と
い
う
人
は

と
、
「
育
児
睦

7
桂
、
再
び
唖
曹
を
「
な
ん
と
い
っ
て
も
女

2喜
ほ
暗

持
つ
」
が
全
体
で
増
加
、
育
児
体
型
捕
に
あ
る
」
(
一

5
・
門
易
)
「
情

制
度
や
再
届
肩
制
度
の
轄
輔
が
ま
す
神
的
、
持
済
的
哩
定
の
た
め
に
も
し

ま
す
事
ま
れ
る
。
た
方
が
よ
い
」
(
ニ
一
一
一
・
六
和
)
「
人

【交

性

の

地

位

閉

と

し

て

当

問

」

合

一

C
・
〔
翌

帽
酬
や
評
価
が
帯
ら
れ
な
い
」
〔
一
女
性
の
噛
明
選
出
が
増
r
一
え
吾
一
方
室
見
せ
る
と
七
-
一
二
六
骨
z
辺
に

四
・
九
暢
)
と
現
実
的
な
理
由
方
あ
で
「
咽
鳴
で
男
女
が
平
等
に
な
っ
て
鞘
惜
し
な
く
て
も
よ
い
と
い
う
人
は

げ

て

い

る

。

い

る

」

と

感

じ

て

い

る

人

は

5

0

・

「
一
人
立
ぢ
で
さ
れ
ば
あ
え
て
し
な

女
性
白
鞘
盟
名
吉
岡
担
計
に
つ
い
八
骨
と
少
な
く
、
母
民
平
等
に
は
っ
く
て
も
よ
い
」
(
一
一
0
・
E
骨
)
「
皮

て
は
「
桔
婚
や
出
産
な
ど
で
一
時
的
で
い
な
い
ほ
ん
ハ
ニ

・
一
時
と
多
い
。
性
の
自
由
を
車
問
す
る
か
巴
、
一
生

逆
に
思
い
点
は
「
家
事
が
十
分
に
に
家
庭
に
入
り
、
育
児
が
栴
わ
る
と
特
に
女
性
で
は
将
来
に
つ
い
て
も
晴
晴
し
な
い
方
が
よ
い
」

(
O
-二一

で
き
な
い
」
(
六
三
一
骨
)
「
官
再
び
噛
講
和
待
つ
方
が
よ
い
」
と
い
「
平
専
に
な
ち
な
い
」
と
い
う
人
が
骨
)
井
造
わ
せ
で
ニ
0
・
八
時
と
い

児
宝
山
の
教
育
が
十
分
に
で
き
な
う
一
時
中
断
到
の
女
性
が
五
一
九
円
五
円
骨
も
あ
り
、
悲
間
的
な
克
う
椙
宅

い
」
(
六

一
・
七

骨

)

「

軍

庭

の

商

一

骨

房

占

め

る

。

以

下

女

性

で

は

「

桔

方

を

し

て

い

る

。

五

十

七

年

む

掴

査

二

十

代

の

男

性

と

三

十

代

の

女

-

い
か
な
く
な
る
」
(
一
九
三
骨
)
描
平
出
麗
の
あ
と
も
仕
曜
を
閉
け
る
と
比
較
す
る
と
「
平
等
に
な
っ
て
い
性
で
は
「
一
人
す
ち
で
さ
れ
ば
桔
婚
一
O
L
の
桔
婦
に
つ
い
て
の
考
え
方
シ
ャ
ネ
ル
、
マ
ド
ン
ナ
が
ベ
ス
ト
3
一
位
「
蝿
惜
や
旺
両
を
自
に
つ
け
、

の
順
(
同
)
。
男
高
に
見
る
と
男
方
が
よ
い
」
(
一
六
・

骨
〕
「
出
る
」
と
思
う
人
山
繰
り
、
「
平
等
に
し
な
く
て
も
よ
い
」
が
ト
ッ
プ
で
、
一
や
華
に
対
す
る
霊
と
実
態
を
闘
で
、
六
位
に
サ
ッ
チ
ャ
l
首
相
、
八
時
来
ぞ
れ

fg亦
せ
る
仕
一
望
し
た

性
高
凹
位
に
「
男
は
仕
事
、
女
は
躍
を
震
と
し
宝
章
に
入
る
方
が
な
っ
て
い
な
い
」
毒
つ
人
が
壇
正
末
踊
の
主
性
の
四
一

・
九
君
主
J
一
ら
か
に
す
る
、
担
揖
O
L
モ
ニ
タ
l
位
に
+
奔
た
か
千
社
袋
署
員
長
が
い
」
一
一
一
回
・
九
骨
、
二
位
「
転
輔
レ

軍
曜
の
方
が
よ
い
」
(
4
0
・
一
骨
)
よ
い
」
(
一
一

・
三
惜
)
「
桔
婚
を
て
い
る
の
が
わ
か
る
。

考
え
て
い
る
。

一

掴

査
報
告

「桔
情
噛
革
開
」
(
ラ
イ

入

っ

て

い

る

。

て

も

っ

と

自

分

に

適

し

た

仕

事
を
尋

と
保
守
的
な
理
由
を
あ
げ
意
に
問
調
槽
と
し
て
家
庭
に
入
る
芹
が
よ
家
庭
の
中
で
は
「
平
尊
に
な
っ
て
主
離
婚
に
つ
い
て
は
「
主
く
一
オ
ン
株
式
会
話
ぎ
に
よ
る
と
、
暗
唱
で
き
供
一
捕
の
ア
グ
ネ
ス
つ
け
た
い
」
三

・
九
骨
、
=
位
写

し
て
、
女
性
は
「
働
い
て
も
ト
分
な
い

k

o
-
-J憎
)
と
つ
づ
さ
、
「
帽
い
る
」
と
答
え
た
男
性
が
三
八
・
一
い
か
な
い
時
は
離
揖
す
る
の
も
や
む
一
女
誕
が
葺
く
働
く
た
め
に
必
要
な
車

・
チ
y
J
が
鱈
聞
に
な
っ
た
が
、
そ
の
合
社
で
こ
の
ま
ま
仕
事
主
将
ぼ
た

l

l

1

1

1

1

1

1

1

1

J

岬
骨
い
る
の
に
対
し
、
女
性
は
ニ
九
を
帝
京
」
と
智
正
吾
人
文
一

・
一
柄
は
「
震
の
理
解
と
協
力
」
、
「
本
の
ア
グ
ネ
ス
か
、
他
国
型
平
の
棚
に
い
」
一
六
・
露
。
辞
め
た
い
、
担

九
二

一一泥沼
一

R

U

T

h

N………一一一一………目
白

古

妻
。
反
対
に
「
平
等
に
な
っ
て
い

O
舟
と
H

苔
裏
一
ニ
五

・
長
を
一
人
の
や
る
簡
と
意
恵
三
下
育
て
睡
昼
間
聞
手
書
預
け
て
聞
く
タ
イ
プ
立
し
た
い
と
い
う
一
人
主
門
童
く

れ

同III-一…山
中

-
UJLIrk-
[
l
l
l
-〓
明日…ー一一山一VI

-

-

ま

市川一一堅
一
一
…:…即日
一

マ

刊
以
ー
〓
一一一一…一…双山一一一
一
一

な
ど
で
は
、
女
性
が
四
五

・
九
舶
、
太
さ
く
上
回
っ
た
の
が
目
立
つ
。
一
復
附
し
や
す
い
主
つ
な
内
閣
用
制
置
が
い
い
か
ー
で
は
、
「
そ
己
ま
で
い
る
が
、
「
今
の
会
社
守
役
噛
に
つ

生

T
ih比三一
町
一
r
ue
-

π

¥
制
¥]胃

烹
一日一…日付…
ι
一

一

k

m

一一
一

村
i

…一

明

恥

会

一一一一一…一…目……一…
一-
」
犯
男
性
が
三
七
・
八
婦
と
、
女
性
聞
の

【政
治
】

一
の
売
さ
だ
と
い
う
。
し
て
働
く
己
と
は
な
い
」
が
双
方
合
き
た
い
」
と
囲
っ
て
い
る
人
は
、
わ

れ民

刊日
汁一一日以一日
喧
-
一五七日
いいUNu-

-

iiijij
回目
』古川一一日目一いけhu-
-
9

、

一

一方
的双山
一
一
百………M………山一一
一

一

一一一一

一一=
廿
一一…日一一一
ヰ
一

M

不
平
等
ρ

観
が
強
い
。
「
政
治
に
闘
心
を
も
っ
て
い
る
」
一
己
の
調
茸
は
、
聞
社
が
噌
京
都
内
わ
什
器
と
五
八
骨
、
ア
グ
ネ
ス
タ
イ
ず
か

O

六
骨
c

こ
れ
は
一
位
、

ら

一三
百抗日
?4
-53JHrhIn-

-

iiJi-
-L
WZ山一円ii
ド

JUM
-

-

か
い

T
F
I
4A
付
軒
以
i

一-
1

1

1

一一一

山…
山
一

己
の
憤
向
は
他
の
「
社
会
翠
本
と
笛
え
た
人
は
女
性
一
が
五
六

・
四
一
の
ビ
ツ
ネ
ス
街
(
千
代
田
区
、
新
宿
プ
の
画
定
者
工
四
・
=
語
、
空
ナ
タ
ぜ
の
答
え
と
も
開
鹿
島
る
こ
と

わ
な

す
寸
寸
ヰ
『

5

-
i
i
i
i
E
時
三一urhu-

-

一

か

¥
O一
寸
立
3

一一i
一一一一一
一一行
一一一一一…日……
凶
」
0
覇
」
「
蓄
や
制
度
上
」
で
議
場
、
男
性
が
八
ニ

・
露
。
岡
、
省
一
区
、
芸
区
、
中
央
区
な
ど
)
の
よ
イ
ブ
三
=
一

-
事
。
「
己
の
君
し
で
、
主
性
起
き
甲
型
の
あ
る
、
力

柑

目

隠

件

対

必

一一

男
女
覇
雨
雲
均
等
法
得
一
年
議
に
、
童
特
は
女
性
の
控
や
葉
状
曹
、
車
陸
間
、
政
面
観
E

に
関
す
る
閤
牽
を
賓
均
九
日
、
「
女
性
「
よ
閣
す
る
世
輪
関
空
宇
発
表
し
弓

調
査
は
今
年
の
三
月
、
全
国
の
成
人
興
事
汽
門
岡
〉
入
者
苅
量
に
行
わ
れ
、
音
効
回
収
串
ほ
七
五
・
七
骨
(
三

七
八
二
主
だ
っ
た
。

北
梅
遭
の
味
覚
色
、
自
照
も
耳
障
い
っ
ぱ
い
に
唖

い
己
ん
で
、
い
よ
い
よ
帰
路
に
つ
き
ま
す
。

冊
目
と
い
っ
て
も
、
た
だ
ま
っ
し
ぐ
ら
に
千
融
へ

向
う
わ
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
だ
ま
だ
見
ど
こ
ろ

い
っ
ぱ
い
で
す
。

聞
醤
棋
の
佐
曜
の
興
奮
さ
め
や
ら
ぬ
う
ち
に
訪
れ

る
己
と
に
な
る
の
は
、
旭
川
の
理
佳
良
醐
工
芸
画
。

さ
っ
章
。
で
見
て
感
動
し
「
荻
の
紅
揮
が
、
そ
の
ま

ま
掛
り
も
の
と
な
っ
て
、
現
わ
れ
る
己
と
う
け
あ
い

職
場
の
平
等
に
は
悲
観
的

、、‘、、、，

-50%の範閉内であれu自由に決めbれます U:I:'L、連物は
1，000万円、家財は500万円が限度です}。

「一一一一火災保険+地震保険 l 
・ 〈わし〈はお忠〈の捌存保険金計または代理問l お附l' 、合わせ(f~~t.o， • 

捌a火災 住友海上第一火災 東亙火災 自動火災 日本地震
.→日テ→ 大正およ 大東京火災 東京，毎土 B産火虫 富士火災
失梨火災 大成火災 大岡火史 東掌火 X 8街火主 安図火災
興蓋火災 太圃火災 千代図火災 開制火災 日本火災咽蛇蝿.

¥ 

調阪伝缶、火災保検か':.1:、制..専による半焼以ょの火災調書があった‘劃ー限り、火災
保険の契約金舗の3%(1田方向限度}がr勉'火災費用保険金』として支払われ$す

8月30日から9月5日は防災週間です。 身のまわりの危険

チヱ yクはもちろん、地震災害に対する備えもお忘れなく。

〈地震保険をプラスして十分な備えを〉

地震災害への備がこI~ 地球保険が必要です。地震保険では、

地誕・喰火やこれ以:よるtわ度i'原凶とする火災.倒壊、埋没、

成失によって建物平家財が令lJIまたは半慣以上となったとき、

保険金が支払われます。火災保険にプラスして地渓保険で

卜分な備えを。

クランキー 100円
チヨコレ トとそルトハフの組合わ包て
そフク yと経侠fJ.Sいしさです@

アーモンドビッグパ- 20口同
H.F'M叡去によってチョコレ トの口沼げの畏さととも
に、アーモントの喬隠しさ"さらにひきたちました.
包界食aコJテスト司E〆トセレクγョン・司，.続盆.受賞 (1忽~ -1981~

J 

ガーナミルク 100円 '200円
H'F'M(ハィーフリーてファッドミルク}劃迭て いっそう
悲めらか!こ怒った餓と寄り.板チヨコの大伎作.
t堂界食品コノテス'司E〆トセレク.......... 念賞受賞(1987写}

エアチョコ 100問新発売
チョコレートの中にosミリの鍾衡組沼策定か入っています.
ふんわりとしていてすーっと口と砂もまろや庁.おいしさ
介スヒーティに 白いっ(3いlこ広かります.

J 

0051 
0051は、オペレータがおつなぎする悶際電話の申込番号て1
irr名通1iRの他、需Lf3曲Jλ コレクトコール、 クレンツトカード・コール今はI..j需なしの0051へ
KDDのオペレータがお勺な 5 しま寸。料イitiiJMnの3分]fIJ が)，~本n 令、 j.fl!Jfli j: 1分よとの，iI慌て丸
・昨日合ダイヤル徒、吋び，'!'，L，'\，ヵ lül ニえるi で日いはιカカるこ t会あ句ます ・1'1仲タイ吋ル必，，1; 吋ふヲ，事ト ~.~:IJ'; I; !J内町まサA

主要日本損害保険協会
電話回(25511211人代al

〈火災保険といっしょに地震保険のご契約を〉

地震保険は、ご希望されない場合を除t、て、火災保険tC、つ

Lょにご契約〈だきL、地震保険は、ぽtt用の控物t家財i'

対裁とするもので.契約金額は火災保険の契約金額の30%口ータデチョヨιート

おいしさのヒミツl立、Eつの製涯にあります。
そのひとつほ 自本て'"しめてのマイクロ クライント製
~.これにより カカズEの・か芯香りかひきたち、 銭
とえ革めらかなおいしさに忍りました.もうひとつ俗、H，F
M(ハイフリーファットミルク)尉這です.まろやかにす
〈溜ij，のとこしもマイルト.ザッパリとした会障に芯り
ました.このEつのt<活力、フレンドされて、ロンテのチョ
コレ ト俗、ひときわ大人白峰てす.
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性・歯種目IJ(永久歯〉

(単位;年)

図 1昭和S6年調査における歯の平均余命

(第 3種郵便物館可}
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世
界
に
例
を
見
な
い
ス
ピ
ー
ド
で
高
給
化
社

会
へ
向
っ
て
い
る
日
本
。
今
年
の
平
均
寿
命
の

調
査
で
は
、
男
性
が
七
十
四

・
八
才
。
女
性
が

八
十
・
五
才
に
な
り
ま
し
た
。
二
十
一
世
紀
に

は
、
四
人
に

一
人
が
六
十
五
才
以
上
に
な
る
と

も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

生
命
の
寿
命
は
伸
び
ま
し
た
が
、
歯
の
寿
命

(年)

愛
と
野
望
の
人
生
描
く

ア
メ
リ
カ
映
画
「
キ
ン
グ
の
報
酬
」

間
関
渦
巻
く
メ
デ
ィ
ア
の
世
界
の
知
ち

れ
ざ
る
襲
簡
を
よ
と
糸
に
、
大
胆
か

っ
キ
メ
細
や
か
に
、
ス
リ
リ
ン
グ
に

織
り
こ
ん
で
ゆ
く
。

主
役
の
H

キ
ン
グ
・
オ
ブ
・
メ
デ

ィ
ア
H
H
ピ
l
ト
・
セ
ン
ト
ジ
ョ
ン

に
「
愛
と
脅
容
の
旅
だ
ち
」
の
リ
チ
ャ

ー
ド

・
ギ
ア
。
彼
の
恋
人
で
美
人
の
セ
ン
ト
ジ
当
ン
は
、
シ
ド
が
用
意

有
能
な
秘
密
に
ケ
イ
ト
・
キ
ャ
プ
シ
し
た
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
通
り
に
、
ニ
ュ

ョ
1
0
政
治
レ
ポ
ー
タ
ー
で
セ
ン
ト

l
メ
キ
シ
コ
の
新
し
い
ク
ラ
イ
ア
ン

現
役
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
、
デ
ビ
ジ
ョ
ン
の
か
つ
て
の
要
に
は
「
ダ
l

ト
日
ウ
ォ
レ
ス

・
フ
ァ
l
マ
ン

(
フ

ッ
ド
・
ヒ
メ
ル
ス
タ
イ
ン
が
初
め
て
リ
ン
グ
」
で
の
ア
カ
デ
ミ
ー
主
演
女
リ
ッ
ツ

・
ウ
ィ

l
パ
l
)
と
打
ち
合

宿
い
た
脚
本
『
パ
ワ
l
』
の
映
画
化
。

優
賞
を
受
賞
し
た
ジ
ュ
リ
l
-ク
リ
わ
せ
を
し
て
い
る
。
独
自
に
組
み
立

ア
メ
リ
カ
の
新
し
い
パ
ワ
l
・
エ
ス
テ
イ
0

セ
ン
ト
ジ
ョ
ン
と
挟
を
分
て
だ
ハ
フ
リ
シ
テ
ィ
計
画
に
し
た
が

リ
l
ト
H
メ
デ
ィ
ア

・
プ
ロ
デ
ュ

1

か
っ
た
恩
師
に
は

「
フ
レ
ン
チ
・
コ
っ
て
、
強
引
と
も
思
え
る
押
し
で
、

サ
l
の
、
エ
キ
サ
イ
テ
ィ
ン
グ
で
翠
ネ
ク
シ
ョ
ン
」
で
ア
カ
デ
ミ
ー
主
演
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
に
テ
キ
パ
キ
と
指
示

や
か
な
M

愛
と
野
望
の
人
生
μ

を
描
男
優
賞
の
ジ
l
ン
・
ハ
ッ
ク
マ
ン
。

を
出
し
て
い
く
O

H

ク
ラ
イ
ア
ン
ト

い
て
い
る
。
何
度
も
笥
き
換
え
ら
れ
監
紅
白
は

一
貫
し
て
シ
リ
ア
ス
な
社
は
商
品
で
あ
る
H

を
信
条
と
す
る
彼

た
シ
ナ
リ
オ
、
世
界
各
国
を
舞
台
に

映
画
の
雪
」
え
て
集
ま
っ
た
ス
ペ

男

女

η
栄
光
と
陛
腕

シ

J
ス
卜
た
ち
が
紡
ぎ
出
す
、
現

I
d
--4
4
d
-d
J
'
J
1
1

代
ア
メ
リ
カ
の
未
知
な
る
象
徴
イ

陰

謀

渦

巻

く

メ

デ

ィ

ア

の

世

界

ン
グ
・
オ
プ
・
メ
デ
ィ
ア
H

の
夢

野
望
、
成
功
、
危
機
、
そ
し
て
ロ
マ
会
派
ド
ラ
マ
を
描
き
続
け
て
き
た
シ

ン
ス
。
火
花
を
散
ら
す
権
力
抗
争
を
ド
ニ

l
・
ル
メ
ッ
卜
。

経
て
の
レ
上
が
っ
て
行
く
女
と
男

【物
語
】

と
、
自
を
疑
う
メ
デ
ィ
ア
一
操
作
の
魔
ピ
l
ト
・
セ
ン
ト
ジ
ョ
ン

(リ
チ

術
、
世
界
を
揺
さ
ぶ
る
壮
大
な
キ
ャ
ャ
l
ド
・
ギ
ア
)
|
|
彼
は
現
代
の

ン
ベ

l
ン
・
シ
l
ン
、
そ
し
て
ほ
乃
花
形
職
業
の
メ
デ
ィ
ア

・
プ
ロ
デ
ュ

苦
い
ラ
ブ
・
ス
ト
ー
リ
ー
も
:
・
ー
サ
ー
で
あ
る
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・

野
望
の
危
険
な
香
り
に
身
が
必
だ
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
の
一
等
地
に
そ
び
え

ね
た
男
と
女
の
、
栄
光
と
挫
折
の
生
る
自
社
ビ
ル
の
オ
フ
ィ
ス
に
、
海
外

き
吋
慨
を
た
て
糸
に
、
愛
と
別
れ
、
陰
で
の
仕
事
を
終
え
た
セ
ン
ト
ジ
ョ
ン

が
も
ど
っ
て
き
た
。
疲
れ
た
彼
の
心

と
体
薪
厳
や
す
の
は
シ
ド
ニ
ー

-
ベ

タ
l
マ
ン
(
ケ
イ
ト

・
キ
ャ
プ
シ
ョ

l
)
。
彼
女
は
ボ
ス
で
あ
る
セ
ン
ト

ジ
ョ
ン
の
気
持
ち
を
隅
々
ま
で
わ
き

ま
え
た
有
能
な
秘
密
兼
パ

l
ト
ナ

は
、
高
品
を
美
し
く
パ
ッ
ケ
ー
ジ
ン

グ
し
、
あ
ら
ゆ
る
メ
デ
ィ
ア
を
駆
使

し
て
効
果
的
か
つ
知
的
に
販
売
す

る
。
今
や
、
ア
メ
リ
カ
を
動
か
す
ほ

ど
の
構
力
持
手
中
に
し
た
プ
ロ
中
の

プ
ロ
。
そ
の
実
力
と
敏
腕
ぶ
り
は
、

会
米
に
知
れ
わ
た
り
、
仕
事
の
依
頼

は
ひ
き
も
A
ず
、
彼
の
一
ワ
¥
と
と
ろ

莫
大
な
金
井
権
力
が
つ
い
て
ま
わ
る

の
だ
。
そ
の
目
、
セ
ン
ト
ジ
ョ
ン
は
ウ
ォ

ー
ク
マ
ン
か
ら
流
れ
る
「
シ
ン
グ
・

シ
ン
グ
・
シ
ン
グ
」
の
曲
に
合
わ
せ

て
、
無
心
に
ド
ラ
ム
を
叩
き
な
が
ら
、

ワ
シ
ン
ト
ン
D
Cに
飛
ん
だ
。
数
多

く
の
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
の
中
で
も
鰻
高

の
重
要
人
物
で
、
将
来
は
大
統
領
に

も
な
ろ
う
か
と
い
う
、
よ
院
議
員
、

サ
ム

・
へ
イ
ス
テ
ィ
ン
グ
ス
が
危
機

的
な
状
況
に
追
い
込
ま
れ
て
い
た
か

ち
だ
。
巨
大
な
力
を
操
る
人
物
た
ち

は
サ
ム
の
妻
、
ク
レ
ア
に
ス
キ
ャ
ン

ダ
ル
を
仕
組
ん
で
、
環
境
問
題
に
取

り
組
み
太
陽
熱
エ
ネ
ル
ギ
ー
法
案
を

通
過
さ
せ
よ
う
と
す
る
良
心
的
な
政

治
家
サ
ム
を
、
機
会
か
ら
追
放
し
よ

う
と
画
策
し
て
い
た
の
だ
・
:
:
。(
上

映
時
間

一
時
間
五
十
一
分
東
宝
東

和
提
供

8
月
中
旬
よ
り
東
宝
洋
画

系
で
ロ
ー
ド
シ
ョ
ー
中
)

、

<14> 

が
ど
う
な
っ
て
い
る
か
ご
存
知
で
し
ょ
う
か
。

昭
和
五
十
年
と
五
十
六
年
の
調
査
で
は
、
全

般
的
に
歯
の
平
均
寿
命
は

一
1
=
一年
伸
び
て
い

ま
す
。
図
ー
で
も
わ
か
る
よ
う
に
、
歯
の
中
で

寿
命
が
最
も
長
い
の
は
、
男
交
と
も
下
顎
右
側

犬
歯
照
も
短
い
の
が
男
性
が
下
顎
右
側
第

一

大
臼
歯
、
女
性
が
下
顎
左
側
第
二
大
白
歯
で
す
。

こ
の
図
で
も
わ
か
る
よ
う
に
、
闘
の
寿
命
に
い

た
っ
て
は
、
女
性
よ
り
男
性
の
方
が
長
く
な
っ

て
い
ま
す

こ
れ
は
、
女
性
が
若
い
う
ち
か
ら
歯
を
失
う

と
い
う
と
と
。
高
年
令
層
に
な
る
ほ
ど
、
急
激

に
失
う
歯
の
本
数
が
増
え
、
五
十
才
以
後
が
ピ

ー
ク
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
ど
の
年
代
で
も
女

性
の
失
う
歯
は
男
性
よ
り
も
多
く
な
っ
て
い
ま

す
。
(
図
2
)
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同到堕

現
在
、
は
え
て
い
る
歯
の
状
態
は
ど
う
な
っ

て
い
る
で
し
ょ
う
か
。

五
才
以
上
の
人
の
永
久
舗
で
見
る
し
Y

」、

一
人

平
均
の
歯
数
は
男
女
平
均
で
ニ
0
・
六
九
本
。

そ
の
う
ち
む
し
歯
は
八

・
O
七
本
。
こ
の
う
ち

治
療
し
て
い
な
い
歯
は
-了
四
三
本
。
こ
の
歯

を
放
っ
て
お
く
と
、
や
が
て
彼
く
と
と
に
な
る

で
し
ょ
う
Q

む
し
歯
の
標
態
率
は
、
図
3
で
も
わ
か
る
よ

う
に
、
十
才
ま
で
に
殆
ど
の
人
に

一
本
以
上
の

む
し
歯
が
あ
り
ま
す
。
歯
槽
膿
漏
の
前
段
階
で

歯
肉
に
炎
症
の
あ
る
人
は
、
年
齢
と
と
も
に
噌

加
。
二
十
歳
代
で
は
約
半
数
の
人
が
歯
肉
炎
を

お
こ
し
て
い
ま
す

(図
4
)
。

体
の
健
康
維
持
や
向
よ
の
努
力
を
し
て
い
て

も
、
こ
う
し
た
む
し
歯
や
歯
肉
病
予
防
の
た
め
、

特
別
に
予
防
意
誠
を
も
っ
て
飽
を
み
が
い
て
い

る
人
は
、
案
外
少
な
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
い
く
ら
科
学
が
進
ん
で
も
、
歯
と
歯
肉
の

健
康
を
守
る
の
は
、
歯
ブ
ラ
シ
と
歯
磨
剤
。
手

入
れ
さ
え
よ
け
れ
ば
、
現
在
あ
る
歯
は
生
命
と

同
じ
寿
命
に
な
る
の
で
す

ど
ん
な
に
立
派
な
入
れ
歯
で
も
、
物
を
食
べ

た
り
味
わ
う
楽
し
み
は
、
自
分
の
歯
が
あ
っ
て

こ
そ
。
上
手
な
歯
の
み
が
き
方
を
歯
科
医
院
で

是
非
教
え
て
も
ら
い
ま
し
ょ
う
。

歯
で
い
や
な
思
い
出
や
苦
し
ん
だ
と
と
が
あ

る
大
人
は
、
子
ど
も
た
ち
に
話
し
て
あ
げ
ま
し

ょ
う
一
歯
も
体
の
大
切
な

一
部
で
す
。
①
か
む

と
と
②
正
し
い
発
音
を
す
る
こ
と
③
顔
の
形
を

澄
え
る
こ
と
に
、
歯
が
ど
ん
な
に
大
切
な
働
き

を
す
る
か
を
教
え
て
あ
げ
た
い
も
の
で
す

健
康
な
歯
を
守
り
、

一
生
自
分
の
閣
で
食
べ

ら
れ
る
、
親
か
ら
子
へ
の
白
い
歯
の
プ
レ
ゼ
ン

ト
は
、
何
に
も
勝
る
も
の
で
す
。

(資
料
提
供
ラ
イ
オ
ン
歯
和
衛
生
研
究
所
}

歯肉炎症の有無《年令階級別〉

..， 

;やややぞヤヤ伊 ~5 50 55ャpm1580才
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年令別でla50-54オガ68.096で最も歯肉炎症のある人の割合ガ

多くなっています。
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